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A分 科会 の概要 〈子 どもの多様 な感覚 を呼 び起 こす題材 の工 夫 〉

実践事例

研究授業

(1》 「光 と 水 で あ そ ぼ う 」

(2)「 ね ん ど で っ くろ う 」

{3)「 版 画 コ ラ ー ジ ュ 」 一 プ レ ス 機 を 使 って 一

4主 題 に迫 るための視点 一覧表

阻B分 科会報 告
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B分 科会 の概 要 〈子 どもの多様 な思 いを生かす指導法 の工夫 〉

実践事例

研究授業

(1)「 音 ・風 ・に お い … を 窓 ガ ラ ス に 描 こ う 」

(2)「 し ぼ っ て,し ば っ て,チ ョウ(長)布 キ レ～!」

(3)「 魔 法 の タ ネ か ら ・ ・が 」

4主 題 に 迫 る た め の 視 点 一 覧 表

IV研 究のま とめ と今後 の課 題

〈概 要 〉

本研 究は,子 どもたち一人 一人が 自分の思いを深め,表 現の喜 びを味わ うことが

で きる授 業の工 夫 を研 究主題 と し,「 子 ど もの多様 な感覚 を呼 び起 こす題材の 工

夫」においては,主 に視 覚 と触覚を手がか りに して,子 どもたちの造形的能力を育

成す ることを 目指 した。

「子 ど もの多様 な思 いを生 かす指導法の工夫」においては,子 ど もの興味を持続

させなが ら,個 々の特性 や感覚の違 いを尊重 し,そ の子 な りの思考過程を感 じ取 っ

て支援 を進 める指導法の在 り方 につ いて研究を行 った。
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1研 究 主 題

自分 の思 いを深め,表 現 の喜びを味わ うことが できる授 業の工夫

1研 究主題設定 の理 由

現代 の子 どもたちは,と か く昔の 時代 と比較 され,"今 の子 どもたちは …rと あま り良

い言 い方 を される ことがない。 しか し,社 会の変化 とともに,生 活環境 も変わ るなか,子 ども

た ちは,い ろいろな事 物や現 象に興味や関心を もって,純 粋 に受 け止めなが ら内か らのエネル

ギーを満 ち溢れ させ てい る。

ただ,様 々な価値観 が混在す る ことによ り,自 分 自身 を自己規制 しなが ら他者や社会のなか

で協調す ることを求 あ られ ることが多 く,自 分を見失いが ちになる一面 も見受 け られ る。

このよ うななか,図 画工作教育 によ って,文 化 と しての美術や技術を伝承す るだ けでな く,

子 ど も自 らが美 しさや力強 さな どのよさを体感 し,よ り人 間的に大 き く豊かに成長す る動機 と

な り,そ の こ とによって生 きる喜びを味わ うことがで きれば,そ れ はすば らしい ことで ある。

た とえば,自 分の 内面を形や色で表 した り,自 分の好みに応 じて いろいろな発想 を思 い浮か

べ た りす ることによって、 自分 とい う存在に気付 き,他 者を理解 しつっ 自分 も大切 にするよ う

にな ることがで きる教科 の一っで あるとい うことである。

一 人一人の子 ど もたちが 自分の思いを生か し,様 々な夢を実現 させ たいと願 っている姿勢 を

教 師が心か ら受 け止 あ られ る授業の工夫が必要 とな って きてい る。

そ こで,充 実 した授業 を展開す るた あに,子 どもが もつ多様な思いを大切 に し,さ らに広 げ

深めなが ら表現す る ことの喜 びを味わわせ ることをね らい,二 っの視点か ら研究を深 あた。

P表現 の喜び』を味わ うには,子 ど もたちの感覚を十分 に揺 さ振 り,刺 激を与えてい くこと

が必要であ る。 コンピュー タゲームなどの仮想現 実の世界 に興 じる子 どもたちの姿 は,本 当の

意味の感覚を育ててい るとは言えない。実物を見てい るよ うで,実 は見ていない とい う錯覚が

生 じやす くな る。手 の感覚によ って直接触れて感 じたり,様 々な方法で視 覚を刺激 したりす る

とい う直接的 な体験を手がか りとす ることによって,子 どもたちの本来 もっている多様 な感覚

を呼 び起 こ し,豊 かな美意識や造形能 力を育成す ることがで きる と考えた。 〈A分 科会 〉

また,子 ど もの興味を引 き付け る題材 の提示 とい う 「導入 時」の工夫だけで子 どもたちに活

動 させ るので はな く,子 ど もの特性や感性 の違 いを しっか りと捉え,個 々の子 どもに適 した思

考過程 を大切 に し,指 導や支援の工夫をす ることが大切であ る。造形活動 において 「自分 らし

さ」をr自 分 の思 い』 と置 き換え ることによ り,子 ど もた ちの心の内に秘め た"活 動 や作品へ

の思いや願 いnに 寄 り添 った指導の工夫をす ることが必要であ ると考 えた。 〈B分 科 会 〉

子 どもたちが純粋 な目で もの ごとを見た り,内 か らのエネルギーによ って もの に触れた りす

る活動 において,自 分本来 の思 いや感覚な どを働か せ,自 分だけの色や形,表 現 に出会 うとい

う感激の場 を数多 く経験 させたい と願 う。 また,素 材 や他者 との コ ミュニケー ションのなかで

夢中になれ る瞬間が あ り,こ れ らを積み重ね ることによ って 自分 自身を改 めて見っめ直 し,自

分 自身のよ さや可能性,自 分 の個性や特徴 に気付 くとともに,自 然や友達,周 りの人 々のすば

らしさにも同時に思いがはせ られるよ うな,心 豊かな人 間に育 って ほ しい と願 う。
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2研 究 の構造 図

学習環境の設定

・物的環境

・空間的環境

・人的環境

(A分 科会)
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II A分 科 会 報 告

サ ブテーマ

子 どもの多様 な感覚 を呼 び起 こす題材 の工夫

・目か ら感 じる手 がか りを もとに して

・手か ら感 じる手がか りを もとに して

1.A分 科会の概要

図画工作の,教 科 と しての有 り様が様 々な面で広が って きて いる。授業形態 や教材の開発

などをは じめ,表 現形態の多様化 もその一つであ る。 これ は,子 どもの 自由な発想を保障 し,

制作への不安を除 くな どに一役買 っている反面,発 想止 ま りで表現が深 ま らず,混 沌 と した

まま終 って しま うということにもな る。 この ような視点で授業を見直 した時,子 ど もに混乱

はないだろ うか,作 り上 げた ものに愛着 を示 さない子 はいないだろ うかな どと気 になる。図

画工作 として考え直すべ き点 はないか,ど ん な方向を 目指 し進んで いった らよいかなどの点

について,改 めて教科の特性を見直す こととした。

表現 が深 ま らない理 由の一っ に,も のを とらえ る時 に子 どもたちが働かせ る感覚 に偏 りが

あ るのではないだろ うか とい うことが共通の問題 として 出された。 そ こで,子 どもが本来 も

ってい るはずの能力 を引き出 して,子 どもな りの美意識 ・造形能力 を養 うことが重要で ある

と考え,そ のたあの多様 な感覚を呼び起 こす題材 を探 ってみ ることに した。様 々な感覚 を働

かせ る直接 体験が減 って きている子 ど もた ちに とって,日 頃働かせている部分 と違 う感覚を

働かせ るための教 師の投 げかけは,子 ど もの造形意欲 にっなが ってい くと考え る。また,感

覚を総合的に働かせ,そ こにある もの を認識 し,実 体 をっかむ ことは,子 ど もたちに とって,

訴え る力を もっ作 品を生 み出す土台 になるもので あ ると考えた。そ こで,A分 科会では人 間

の感覚の内の,「 視覚 と触 覚」に しぼ って題 材を工夫 し,主 題 に迫 ってい くことに した。

〈目か ら感 じる手がか りを もとに して 〉 一見よ うとする目一

ものを認識す る時,多 くの場合 まず 目で と らえ る。だが,子 ど もたちが見 る力を十分発揮

して造形活動 に取 り組 んで いるか とい うと,そ うでない こと も多 い。思 い こみや自分の都合

で選別 して見 るな ど,見 て いるつ もりで表現 してい る。見方の浅 さは,思 いの浅 さで もある。

どのよ うな表現で あれ,も のの見方 の浅 さは大変気 にな るところであ る。そ こで,見 ること

を強いるので はな く,見 た くな る一不 思議だ,き れいだ一 と素直 に感 じる体験 を重ねて い く

ことの大切 さに目を向 けた。

〈手 か ら感 じる手が か りを もとに して 〉 一確かめ ようとする手 一

視覚 が間接 的に ものをと らえ るのに対 して,触 覚(筋 肉の感覚や抵抗感を含め)は,身 体

で触れ ることで,肌 触 り ・温度 ・重 さな ど様 々な情報を,直 接受 け取 る。見ただけで質感 な

どが分か るのは,こ の身体で の経験がすでにあるか らであ る。手で直接触れた り,造 形 的に

操作す ることで,何 かを感 じ,考 え,確 かめよ うとす ることは,人 間 らしい調和の とれ た感

覚を育て ると考え られる。生活の 中で,身 体全体を使 い学ぶ機会 が少 な くな った今 の子 ど も

たちにとって,手 で確iかめよ うとす ることは重要で ある。 このよ うな体験を通 して,造 形 的

な表現への意 欲が生 まれ,美 しさや よさを求 ある生 き方を身に付けて い くことを期待 した。
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:罫』 圓ボ ～ ⑰蠕.
・導 入 時 に ,素 材 に イ メー ジの 広 が りを もつ こ とが で き る よ う,梱 包 用 材 料(発 泡 ウ レタ ン

系 素 材)を 提 示 し,素 材 の もっ 感 じか ら,ニ ョロ ボ ー(ニ ョロ と して,柔 らか く,動 きの あ

る もの)と 称 した 。

・感 触 を 楽 しみ な が ら ,ニ ョロボ ー が組 み合 い,上 下 に重 な ってで きる空 間 の 面 白 さを 味 わ

った 。 着 色 は組 み 合 わ せ の 前 に 行 い,塗 り方 も自 由 に した の で,色 々 な手 法 が 見 られ た 。

・素 材(ニ ョロボ ー)の 性 質(軽 量
,加 工 しやす い等)か ら,巻 き付 け る,圧 縮 す る,切 る,

無作 為 に 置 く等 の 様 々な 活 動 が 見 られ た。

・素 材 の 軽 さか ら色 々な組 み 合 わ せ方 が 可 能

に な った 。 曲 線 の 点 接 着 は,他 の 素材 で は な

か な か 難 しい が,ニ ョロ ボー で は,容 易 で あ

った 。

・無 作 為 に ニ ョロボ ーを 並 べ る等 の作 為 に よ

り,素 材 の 面 白 さを 感 じ,持 ち 味 を理 解 し,

楽 しめ た と思 う。 加 工 しや す い こ とは,造 形

行 為 の 輻 を 広 げ る こ と にっ な が る。

〆

メ

唾
轟

横
集

一
頂5脳鳶 雛 蕊 勲 艶 黒漏轟.
して見えて くる立体的な形の面 白さ ・美 しさを発見す る ものであ る。(ホ イラーと命名)

・素材 と して選んだ アル ミホイル は扱 いが容易で,型 取 りには最適で あ るが,無 作為 に選ん述
一
へ だ身辺材 は型取 りに不適 当な ものが多 く,持 ち寄 らせ る際 にはあ る程 度条件 を付 けた。
ノ
(型取 りをす る とい う目的 は告げ なか った。)

・導入時 には型取 りを充分 に楽 しませた。形

を追求す る題材 なので着彩 は一切 しないこと

に した。活動を作品 として大切 にさせ る為に

最後 は台紙 に貼 るよ うにさせ た。

・構成 時にはアル ミホイルの可塑性を生か し

た様 々な表現(丸 める ・よ じる ・破 る等)も

加え,自 由に活動 させ た。

・子 ど もたちは物の立体 としての意外な面 白

さや美 しさを発見 し,造 形表現の 自由さ ・幅

広 さへ も目を向ける ことがで きたよ うであ る。

・び 哲 宮 一

・癒 織
夢

'写!ぺしVノ/く し酒
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3.研 究授業(A分 科会)

(1)題 材 名 「光 と水 で あ そ ぼ う」 (第5学 年)

1.題 材設定 とね らいについて

本題材 は水の申にいろいろな物 を入れ,mPで 投影 する ことによ って生 まれ る"新 しい

美 しさ"を 発見す るとい うものであ る。

紙 に絵の興で表現 した り,立 体に表現 したりす ることとは異 な り,光 と水 によるあそびと

い う形で はあるが,新 しい表現方法 を体験す る ことは,子 どもたちの造形感覚 を刺激す る も

ので ある と考 えた。OHPを 前 に,子 どもたちが 自由な気持ちで,そ れぞれの思いを込 めて

工夫 しなが ら表現す る ことを期待 した。

また,グ ループで活動 し,他 の グループの活動 を見 ることによ り,友 達の よさや工夫を認

め られ るようにな ることも期待 した。

2.材 料 ・用 具 ・場 の 設 定

く教 師>OHP,水 槽,水,は さみ,ペ ンチ,サ イ ンペ ン,イ ンク,セ ロフ ァ ン,

ア ル ミ線,透 明 容器,ビ ー玉 な どの 身 辺 材

〈子 ど も 〉筆 記 用 具,ビ ニ ル 袋,タ オ ル

場 の設 定 … 暗 幕 が あ り,水 が 使 え る教 室

3.評 価

・そ れ ぞ れ の 思 い を込 めて ,工 夫 を 試 み なが ら表 現 で きた か 。

・OHPで 投 影 す る こ とに よ って 生 まれ る美 しさを発 見 で きた か。

・友 達 や 他 の グル ー プ の よ さや 工 夫 を認 め る こ とが で き たか 。

4.考 察

OHPの 操作 はは じめての子 どもが多 いこともあ り,興 味 を もって活動す ることがで きた。

教室 を暗 くして光を使い,普 段 とは違 った環境 に身をゆだねる とい うことは,子 ど もの造形

感覚 を刺激 するの に役立 った と思われ る。水 をか き混ぜた り,ビ ー玉を転が した りして光の

輝 きや美 しさを感 じ,ス ク リー ンに予想を越え るよ うな映 り方をす る物があ ることに気付 き,

次 々といろいろな方法で試 してみたい とい う気持 ちが生 まれて きたよ うだ った。 グループで

体験を共有 す ることによ り,友 達 との コ ミュニケー ションも図 ることがで きた。

今o_光 との出会いを大切 に したいと考えたため,子 ど もた ちへは予告 な しで授業を行 っ

た。そのため に子 どもが使 って みたい物を十分に用意で きるか どうか不安 な面 もあったが,

授業の終わ りにとったア ンケー トで は,ま たや ってみたい という意見がほ とん どで あったの

で,子 ど もた ちの思い思いの発想で準備 した物を使 うと,ま た違 った展開が見 られ るので は

ないか と予想 され る。
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5.学 習 の 流 れ(1時 間)

教 師の働 きかけ(提 案)

・身近な物をOHPで 映す

OHPで い ろ い ろ

映 して み ま しょ う

うま くい った所や

工夫 した所 を

・OHPで いろ いろ 映 して み る

・使 いた い もの を考 え 選 ぶ

BCDetc

'いろいろ試すr＼

/水 に醐 水をかき回す

・感 じ 取

0000

～
他 の グループの

よ い所を取 り入れ よう

もう一度OHPを

使 った活動をす るとした ら

どん な物 を使 って

何を してみたいですか

燕ペンで模様を描 く

C璽

oeo

・ よりよい ものを考える

気付 いた こと匝
次にや ってみ たい活動な

どをま とあ る
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② 題材名 「ねん どで つ くろ う」 (第3学 年)

1.題 材設定 とね らいについて

子 どもたちの様子 を見ている と,実 際 に身体や手 を使 って遊ぶ ことが少 な く,土 遊 びを し

た り,木 や葉を使 って遊ぶ ことも少ないようだ。 したが って,ざ らざ らして いるとか,や わ

らかいな ど,見 て知 ってい るっ もりで も身体で確かめる経験 も少ないのではないか。その こ

とが図画工作の授 業で も希 薄な表現 として表れて くるので はないか と予想 され る。 そこで子

どもた ちの感覚を刺激 す るよ うな題材の工夫を し,身 体や手を働かせ,そ こか ら感 じた もの

を造形活動 に生か してい くことをね らって題材の設定 を行 った。そ うす ることで,子 ど もた

ちが本来 もってい る造形能力や造形 への意欲を引 き出す ことにつなが ると考 えたか らであ る。

本題材で は,子 どもた ちにねんどの塊を与え,練 った りたたいた りす る活動の時間を十分

に確保す る ことか ら始 め,ね ん どその ものの質感や量 感を感 じる ことに子 どもの目を向 けさ

せ た。 そ して,そ の活動か ら手で感 じた ものを もとに,作 って みたい ものを子 どもが 自分で

決 め,製 作 して い くことにより質感や量感 を生か した活動がで きると考えた。

2.材 料 ・用 具

く教 師 〉 ね ん ど,鉢 底 ネ ッ ト,ね ん どべ ら

〈子 ど も 〉 絵 の具,接 着 剤,は さみ,自 分 で 集 めた 材 料

3.評 価

・ねん どを練 る活動 を通 して その感触を十分味わい,

付 くことがで きたか。

・自分な りの表 し方 の工夫がで きたか。

そ こか ら自分が表 したい ものに気が

4.考 察

子 ど もたちは大量 のねん どの塊 をまえ に興奮 し,積 極的 に練 った り,た たいた り,穴 をあ

けてみた り,ひ もをつ くってみた りといろいろな活動を試 した。 また,ね んどをなでてみた

り,ぎ ゅっとにぎってみた り してその気持 ちよさも十分味わ ってい る子 どもも多か った。子

ど もにとって はか なり多めの量のねんどだ ったので,身 体全体を使 うことがで きたようであ

った。

その後の作品作 りで は,身 体全体 でねん どの感触を味わ うことがで きたので,身 近 な食べ

物 を作 った り,山 と川の風景を作 った り,大 きな きの こを作 った りと多様な作品がで きた。

また,ね ん どの塊 その ものを使 ってっ くる子 ど ももいれば,小 さくまとめ る子 どももいて,

個の発想 の違いが見 られ た。 さ らに,作 品台 として用意 した鉢底ネ ッ トが,教 師の予 想を超

えていろいろな使われ方 をされてお り,材 料 につ いて改めて考えさせ られ た。

っ くりたい ものを 自分 で決 めることがで きたので,全 体 と して最後 まで意欲が衰えず,満

足す るまで熱心 に取 り組 む姿が見 られ た。
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5.学 習 の流 れ

ね ん どを練 って み よ う。

0 ら価b

か らだ全部を使 って練 るよ

うに指導す る。

十分時間を とる。

ぎ ゅ つ

ねん どに絵の具 を混ぜて練 ってみ よ う。

冒

・
q

さ らに よ く練 る。

O
Q

乱髄

9

解
つ く りた い もの の イ メ ー ジが 浮 か ん で き

た ら,っ く りは じあ よ う。

ね ん どを練 って感 じる手 か

らの 刺 激 と,色 か らの刺 激

で イ メ ー ジ を ふ く ら ま せ

る。

いろいろな形態で つ くるこ

とがで きることを話す。

接着剤 と鉢底 ネ ッ トの使い

方について説明す る。

立体的 に作 る。 ねん どで絵を描 く

よ うに,平 面的 に

あ らわす。

2
箱庭の よ うに景

色で あ らわす。

色 をぬ った り,材 料 を使 った り して 自分な りの

工夫を加え よう。
作品に合 う材料 を選ば

せ る。

色を加えた い。

材 料 を は りた い。

自分の作品を紹 介 した り,友 達の作品 を見 た り

して,鑑 賞 し合お う。
友達の作品の よいとこ

ろを見付 けさせ る。
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(3>題 材 名 「版 画 コ ラー ジ ュJ一 プ レス機 を 使 って 一 (第5学 年)

1.題 材の設定 とね らいについて

崩れかか った壁や,は げかか ったペ ンキがなぜか美 しく見え るときがあ る。 あの肌触 りが

人 間の感覚 に何かを働 きかけてい るのだろ うか。図画工作 における版画 において も,こ れ に

似 た味わ いが見 られ る。プ レス機 を使 って細部 まで実物(版)通 りに写 しとる版画 は,ダ イ

レク トに刷 り取 る点で,肌 ざわ りが生 々 しか ったり,独 特 な物質感を出 した りする。 この視

覚上の肌触 りを,も のづ くりの きっかけにで きないだろ うか。 ゴッゴッ した ものよ りツル ツ

ル した もの,ゴ テ ゴテ した もの よ りサ ッパ リした もの と,現 代人の好みは感覚的 に抵抗感の

少 ない ものへ と傾 きか けてい るよ うな気がす る。今回,敢 えて強 い肌触 り感を出す版画 を子

ど もに投 げか けることによ り,子 どもが本来 もってい る未知の感覚を呼び起 こ し,創 造の意

欲 を高め ることをね らいと した。

2.教 材 ・用 具

く教 師 〉

〈子 ど も 〉

版 画 用 紙,油 性 イ ン ク,p一 ラ ー,た ん ぽ,新 聞紙,エ ッチ ングプ レス機,

ベ ニ ヤ板,塩 化 ビニ ル 板,ニ ー ドル,木 工 用接 着 剤,紙 粘 土,ニ ス,布,

黒 画 用 紙 か 白画 用 紙(コ ラー ジ ュの台 紙),カ ッター マ ッ ト

は さみ,カ ッタ ー,の り

3.評 価

・プ レス機 の嗣 り取 った版画か ら,独 特 な肌触 りや物質感を視覚的 に味わ ったか。

・刷 り上げた版画 の視覚 的な肌触 り感か らイ メー ジを広 げ,コ ラー ジュの技法で画面構成

がで きたか。

4.考 察

版作 りの段 階では,ベ ニヤ板 に紙粘土を薄 く延ば し,型 押 しや,植 物 や砂 を埋め込むな ど

多様な工夫が見 られた。 次の麟 りの段階で は,イ ンクの 霧一ラーを弱めに転が して,凸 部の

み にイ ンクを付けて凸版刷 り,た ん ぽで イ ンクを押 し込み,凸 部のイ ンクを拭 き取 って凹版

刷 りと,一 版で二種 の刷 りが で きた。 また,木 工用接着剤やニ スで描いた版 も,お もしろ い

尉 り上が りになった。 麟 り上 が りの効果の違 いに,多 くの子 ど もが興味を もって見入 って い

た。 また,同 時 に肌触 り感 も味 わ ったよ うであ る。 さらに,切 り貼 りの段階で は,版 画の視

覚上 の肌触 りよ りも,版 画の中か ら見付 けた形を優先 させて,ヂ 丸いか ら太陽jr三 角だか

ら家の麗根 」 といったよ うな,積 み木遊 びに似た構成をす る子 も見 られた。今回,コ ラー ジ

ュでま とめるよ うに したの は,凹 版 もプ レス機の刷 りも初めてなので,刷 り上が りの予想 を

立てての版作 りは困難で あろうと予想 され たか らであ る。 しか し,版 画の まま終 わ らせて も

印象深 い ものが麟れてい たので,さ らに展開 させ るのであれ ば,版 画 によ る表現 のよさが一

層生 きるよ うな指導の工夫が必要であ ると考 える。
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5.学 習 の流 れ

『さて何ができるかな』

ー

転

ず

圏

ジ昌

旛

r

i

画 腕 團
ノ

へ

誘

♂

・具体的 ・抽象的表現

どちらでも

・まとある方向が決まら

ない子には

「不思議な世界」

「心の中をのぞいたら」

「ブラックホールのむこう」

「深海魚」などの例

響　 欝
凝

藩 驚讐1
曝

陰

礁.
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4.主 題 に迫 るための視 点一 覧表

〈子 どもの多様 な感覚を呼び起 こす題材の工夫 〉

囮 材料・素材

圖
目や手 か ら感 じる

手がか り

d教 師の思い

囹 子どもの活動

團
感 じた ものが表現

に生 かされたか

光 と水であそぼ う(5年)

@ OHP水 水槽 身辺材(ビ ー玉等)

①
⑭

・水 の 動 き ,

わ る感触 。

・暗 い空間の中の印象

・光 を通す ことによ っ

て生 まれ る美 しさ。

か き回す手 に伝

・水 に色 をつ けた り,ビ

ー玉 を 中 に入 れ て 転 が

した りしなが ら美 しい ものを選

んで い く。他の グループの活動

を見 て良 い所を取 り入れる。

・光 と水 に よ って 生 まれ ・ ・光 や 水 を 使 い,ス ク

る美 しさを感 じ取 りさ

らに工 夫 を重 ね い ろい ろ な美 し

さを っ くり出 して 欲 しい 。

・他 の活 動 の よ さ を気 付 か せ る。

リー ンに予想 を越え る

映 り方をす るものが あること

に気付 いた ことで,次 々 と試

したい気持 ちが生 まれ た。

ね ん どで つ くろ う(3年)

⑳ 発泡 スチール ねん ど

接着剤

鉢底 ネ ッ ト 絵の具

靴 雛 驚画 鑛 熱 奪窓ご
さ,思 ったように形が変え られ るお もi・ ねん どを練 った感触か ら自分が作 りた

しろさ.iい もの に気付 き造 形獺 す る.

・ね ん どを押 した り,練 った り

っ か ん だ り,た た い た り して 手

を よ く使 い 手 の 感 覚 を 生 か した活 動 を

させ たい 。

・ねん どを よ く練 る活動 を工夫す

る ことで感触を十分 に感 じること

がで き,自 分が作 りたい ものを じっくり

考え,確 かめて最後 まで意欲的だ った。
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版 画 コ ラ ー ジ ュ(5年)

⑪

りプ レス機 で刷 る。刷 り上が っ

・刷 り上が った ものの視覚的な肌触 り。 た ものを切 り貼 りで構成す る。

.___ヒ 幽
ン トを見付け,色 や形 と同様 に視

覚的な肌触 り感が造形要素の一 っにな

ることを知 る。 で て こ い!ホ イ ラ ー

(5年)

・ ⑫ アル ミホイル

ロ

ボ ◎

間(4年)⑭.外 観的要素を とり除いた・ もの
の感触 や量感 などを通 して得 られ

る,立 体 の形の面 白さ,美 しさ。

⑳ 梱包用資材 儲 剤d
・視点を変えたものの見方を体験

させ た い。 ・もの の 見 方 に広 が り

3欝 痛画
白さに気付 く・ ⑨ ・様 ・な物の型 ど りを試み,き れ

・フワ ッと した梱包材 いに再現 された形の 中味が空 とい

(発泡 ウ レタ ン系)の う面 白さを味わ う。

感触を楽 しむ。

齢 稟軋 既獣胤 鰹三～ll慧
しさを基 に造形活動の う利点か ら自分 がイメー ることがで きた。

広が りを求め る。 ジす るものに近付 きやすか っ

・素材の特性を生か し た。 ・素材の感触 感が作品つ

た活動を求め る。 くりの意欲 にっなが った。
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皿B分 科 会 報 告

ロ サブテーマ 子 ど もの多様 な思いを生かす指導法の工夫 … 支援の工夫□

1.B分 科会 の概要

子 どもた ちは,日 々,身 の周 りの環境 か ら様 々な ものを感覚で受け止め ると同時に,そ れ ら

を個 々の表現を通 じて発信 し続けて きた。図画工作 におけ る造形表現 は,こ の多様 な子 ど もた

ちの感 じ方や,思 いなど個性の違 いが出発点 にな って きた。 したが って,同 じ題材 や対象 を基

に して造形活動が始 ま った として も,そ こにおけ る子 ど もたち一人一人の興味 ・関心,思 考過

程,表 現方 法や活動 の姿な どに も,も ちろん違いが見 られ るはずである。 その多様 さに応 じる

ことが,ま さに子 どもの 「思い」を生 か して い くことになる と考え る。子 どもたち一人一人の

内に秘 めたよさや可能性を引 き出 し,多 様 な思 いを支え,個 が生か され る造形活動 を目指 し,

「子 どもの多様 な思 いを生かす指導法の工夫 」をサブテーマに,一 人一人の子 どもの立場 に立

った支援 の在 り方 について三つ の視点を置 き,研 究 を進 あて きた。

◆視点 ① 材料 ・素材 の選択

ものが巷 にあふれ過剰時代の波 は,子 ど もたちの世界 に も波及 してい る。子 ど もた ちの 自分

ら しさを培 って い くため に も,直 接 体験による素材感を十分 味わわせた上で,個 々の表現の思

いに合 わせ た材料や素材 の選択能力を十分身に付 けさせたい。子 どもの活動を 「この材料 を こ

の ように使 いたい」 と課題意識 を もった活動に変容 させて い くために も,授 業の流れの中で多

様 な素材や材料にめ ぐり合わせ る工夫や,自 分の活動を振 り返 り,試 行錯誤 しなが ら素材や材

料 を選択す る力を付 けてい った り,最 終 的には,自 ら使 う材料 は準備 した りで きるという,子

ど もたちの 自発的 な活動の ための能 力を身に付 けさせたい。

◆視 点 ② 個 に応 じる表現方法の選択

子 どもたちに直接活動 を指示 し限定す るような指導 の在 り方か ら,子 ど も自身が選び取 るこ

とので きるよ うな活 動へ と,指 導 の在 り方を変えていかなければな らない。 同 じ課題 に取 り組

んで も材料や素材 とのかかわ りか ら出発 して い く子,何 とな くとい うイ メー ジか ら友達 に刺激

され,思 いが深 まって い く子,用 具や技術 的な ことに興味を抱 き,発 想を広 げてい く子 など,

様 々な活動が予想 され る。教師 はその ような子 ど もの活動 に見通 しを もち,個 に応 じた支援 を

してい くことが一人一人の思 いを大切 に してい くことになる。課 題その もの に対 して も,子 ど

もた ちが多方面 か ら選択で きるよ うな学習活動の展 開に幅 を もたせ ることも重要で ある。

◆視 点 ③ 学習環境 の設定

多様 な思 いを生かす ことので きる学習環境 を,物 的環境 ・空 間的環境 ・人的環境 の三つの柱

で とらえて きた。子 ど もの造形活動の ヒン トになるような,効 果的 な作品提示や机の配置,材

料や道 具の使 い勝手 などを考慮 した教室環境の工夫や,時 には教室 とい う枠を越え,感 性 を刺

激 した り心を開放 した りするよ うな創造 スペ ースも考 えた。教師 は子 どもの活動への思 いを把

握 し,温 かい信頼 関係の もとに支援 的な指導 と評価に努 あ るよ うに したい。材料 や素材を整え,

十分 な素材感を 日々の造形活動において味わ わせ ることや,子 ど もた ちの活動 や作 品その もの

も,互 いによい刺激 を受 ける環境 とと らえて きた。 この三っの学習環境がかみ合 った時,子 ど

もたちの表現欲求 も満 たされ一人一人が生か され ることになると考 える。
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2.実 践 事 例

5年 「心 に ひ び く銀 色 の 立 体 」

(1)一 枚 の ア ル ミ板 を,自 由 に,切 断 ・変 形 ・接 合 ・組 み 合 わ せ を して,自 分 の 気 持 ち に合 っ

た 立 体 を 作 ろ う と提 案 し,子 ど もた ち は ど う切 った らい いか 考 え な が ら切 って い った。

② 切 り込 み を 入 れ た り,打 っ た り,折 った り,丸 み を 付 けた り,曲 げ た り,穴 を あ け た り,

っ な いだ り して,様 々 な働 きか けを しな が ら,同 時 に イ メ ー ジを ふ くらませ て い った。

(3)別 々 に作 っ た形 の それ ぞ れ を,い ろ い ろ な 角度 か ら見 て,何 か に 見 立 て た。 さ らに,そ れ

らの 組 み 合 わ せ を考 え,自 分 の テ ーマ を は っ き りさせ て い った。

〔考 察 〕 素 材 と十 分 にか か わ り,各 自の 思 い の こ も った表 現 が で きて い た。 打 つ ・切 る ・

曲 げ る と い うよ うな活 動 そ の もの が 楽 しいか らな の か,そ れ と も,働 きか け に 呼応 す るよ

うに変 化 して い く素材 の 魅 力 に 引か れ るか らな の か,子 ど もた ち は熱 心 に取 り組 ん で い た。

しか し,た だ 活 動 そ の もの が 自己 目的 化 す る場 合 と,さ らに創 造 的 な表 現活 動 にっ なが っ

て い く場 合 との見 極 めが 難 しい。 その 意 味 で① 立 体 的 な イ メ ー ジを広 げ るた あ の 手 だて を

与 え る こ と,② 組 み合 わせ 等 に よ り自分 の テ ーマ を は っ き りっ か ませ る こ との二 つ が重 要

で あ る。 ま た,一 人一 人 の活 動 の方 向が 多 様 で あ るか ら,個 々 に応 じた柔 軟 な 指導 や さ ら

に は相 互 に発 表 ・鑑 賞 をす る機 会 を設 け る こ と も必 要 で あ る。

切り込んで、折り曲けてみる

一暢a
しわに ロァ　ヨ してみる

轡

イメーソを広 げるための手立 て 【OOし てみる】弓子 ともたちの活動の中か ら出てきた もの

曲か った形 を、っなけてみる

砂
蓼
凝

↓

睡

峯

細長い形を・L夫 してみる 余った形に 証目してみる

@珍 宏クY礼 撃
ihり 　 ねてヤ　 ってみ る

3

f-1し形を.い ろいろな角度から見て、

nに 　えるか　ほしてみる

雀ン6〃
6年rat才 の 自分 を 見 つ め て 」

自分 の 顔 を じっ くり見 る とい う こ と は,と て も大 変 で 苦 し 嚢

い こ とで あ る。 た だ 楽 しい時 間 だ けを 過 ごせ ば い い,と い う

よ うな 簡 単 な もの で は な い と い うこ とを 理 解 して ほ しい と思

い,毎 年6年 生 最 初 の 題 材 に して い る。

水 彩 画 用 紙(4切)紙 面 い っぱ い に,3Bか4Bの 鉛 筆 で

各 部 の 位 置 を 大 まか に描 く。 次 に鏡 を見 な が ら,パ ス テ ル を

使 い,色 を混 ぜ 合 わ せて い く。 そ の際,指 ・テ ィ ッシ ュペ ー

パ ー ・布 な ど を使 い,質 感 の違 い に も気 付 くよ う に助 言 す る。

最 後 に周 りの 汚 れ を 消 し ゴムで きれ い に して,フ ィキ サ チ ー

フ をか けて 完 成 させ る。 色 の違 い や明 る さの 違 いを 判 断 させ

て 色 を 置 いて い く こ とは,む ず か しい面 もあ るが,い ろ い ろ

な色を灘 合わせている中で隅 然よい色に出会・たりす㌔ 磯

事 を通 して,そ の子 な りの表情 や表現方法が 出て くるので,

子 ど もに とって は楽 しい題材で ある。

茎
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3.研 究 授 業(B分 科 会)

(1)題 材 名 「音 ・風 ・にお い… 」 を 窓 ガ ラ ス に描 こ う(第6学 年)

1.題 材 設 定 の 理 由

両 側 に大 き な窓 ガ ラ スが 並 ん で い る図工 室 なの で,窓 を キ ャ ンバ ス と して,大 きな 画 面 に

自分 の思 い を の び の び と表現 させ て み たい。 そ して,美 術 館 の よ うに変 わ った図 工 室 の 雰 囲

1気 を味わいながら雄 の作品を額 する中で泊 己を客
観的 に認識す る力 や他者理解のための感性 を育てた い。

描 く内容 は,人 間が もって いる感覚 をさ らに積極的 に働

かせて,自 然環境か ら目に見えない ものを感 じ取 り,そ

こか らイメージ した ものを表現す ることに した。直接大

きな窓 ガラスに描 くことの抵抗 を考え,小 さい画用紙 に

手軽にいろいろな習作を重 ね,自 分の思 いを深めてか ら

窓ガ ラス製作へ とっ なげてい く展 開をとった。

2.ね らい

・いろいろな表 し方を試 み,そ の効果 を感 じ取 りなが らイメージを広げた り深 めた りして 自

分の思 いを追求す る。

・大 きな画面 にの びのび と表現す る楽 しさを味わ う。

・互 いに作品を鑑賞す る中で,友 達の表現 の美 しさやお も しろさやよさ等 に気付 く。

3.材 料 ・用 具

〈画 用紙 に習 作 の 時 〉絵 の 具 道 具,網 とブ ラ シ,マ ー ブ リ ング液

〈窓 ガ ラ ス製作 の 時 〉ポ ス ター カ ラ ー,お 盆 と刷 毛,カ ラ ーペ ン

4.評 価

・い ろ い ろな 表 し方 に よ る効 果 に気付 き,そ れ を 生 か しなが ら自分

の思 い を表 そ う と意 欲 的 に取 り組 ん で い る か。

・画 面 い っぱ い に 自分 の 思 いを 表 現 で きた か。

・友 達 の 作 品 を よ く鑑 賞 しなが ら,そ の よ さを 感 じ取 って い るか。

5。 考 察

は じめ に 小 さな 画 用紙 に, に じみ ・ぼか し ・マーブ リング…等を遊ぶ気持 ちで 自由に取 り

組 ませ たことで,子 ど もたちは楽 しみなが ら活動す ることがで きた。なかには,い ろいろな

表 し方 を試すだ けで,そ こか らどう自分の表現 として発展 させて い くか発想 がわかず に悩ん

で いる子 ど ももいたが,外 国の画家の絵(シ ャガール,ゴ ッホ,ク レー…等)を 見せた り,

習作 のたびに友達の作品 を紹介 して鑑賞 させ た りす るうち に,自 分 な りの イメー ジを もって

表現 す るよ うにな った。 その心の過程 は,子 ど もの活動の様子やっぶ や きの他,製 作 カー ド

や鑑賞 カー ドを通 して もっかむ ことがで きた。 「音 ・風 ・におい…」か ら出発 したが,い ろ

いろな習作を重ね るうちに他の見 えない もの も描いて みたい という広が りが見 られ,そ れ も

認 めることに した。そ う した作 品か らは,子 どもの興 味の 向け方 に も個性 を感 じる ことがで

きた。 そ して窓 ガラス製作の時は,子 どもたちは今 までの うちで 自分の表 したい ものに一番

合 った ものを選 んで描 くことがで き,満 足 したよ うであ った。

一16一



6.学 習 の 流 れ(8時 間) ●材料 ・素材の選択 ◆表現方法の選択 ■学習環境の設定

第

一

次

(

2

時

間

)

第

二

次

(

2

時

間

)

第

三

次

(

3

時

間

)

第

四

次

(1

時

間
)

子 ど もの活動(児 童の作品) 提 案 教師の支援

・昨 日の音楽鑑賞教室で

聞 いた音の イメー ジを

形や色で表す。

匿

音の イメー ジを表 してみ よ う

國 匿劉
トロンボー ンを吹 く人 トロンボー ン ハー プの負

■参 考 作 品 の提 示

(シャガール,クレー 等 外 国 の 画

家 の 作 品)

● ◆ ち い さ な紙 にい ろ い ろ な表 し方 を 試

して 遊 ば せ,そ こか ら発 想 して 自分 の 表

現 につ なげ させ る。(に じみ,ぼかし,紙もみ,手

形 ・指 先 スタンプ,マーブリング,スパッタ9ング …)

・風 や にお い を体 感 し,そ の

イ メ ー ジを 形 や 色 で 表 す 。

魑 丞'≡ら
竜 巻 風 と 鳥

・ 「音
,風,に お い 」 以 外 の

風 ・に お いの イ メ ー ジを 表 して み よ う

窮
田んぼを吹く風

■体感の場を設定 す る。(校 庭 に出る,

メロ ンを切 る)

■友達の作品を紹 介 し,発 想がわかない

児童の ヒン トにさせ る。

他 に 目に見え ない もの ってなん だろ う

もの も思い付 いた ら表現 してみ る。1譲
とばされる微生物
團
蕊

.圏譲
飲み込まれる恐怖 愛の予感

繋
考える力

■ 製 作 カ ー ドによ り個 々の

思 い をっ か み,認 め励 ま

す 。

・窓 ガ ラ スの 場 所 を 決 め る。

・自分 の 思 い に一 番 合 った 作 品 を

選 び,表 現 す る。

・出来 上 が った ら題 名 を 付 け る。

いよいよ窓ガ ラスに描 こう

に割 り当た るよ うに分割 し,

いで場所を決めさせ る。

● ◆筆 やカラーペ ンだけでな く手形や指跡を使 っ

た り,は けで ぼか した り,表 現 の工夫を考え させ る。

■窓ガ ラスが全員

話 し合

・一 人 ず っ 自分 の

作 品 を 紹 介 し,

鑑賞会 を しよう

友達の作品 を鑑賞す る。

・鑑 賞 カ ー ドに記 入 す る。

・感 想 を 述 べ 合 う。

◆■ いろいろな表現 に気付 かせ る。

■題名か ら一人一人の思 いを感 じ取 らせ る。

台
調

置

㊥端 (児 童相互の

認め合い

学 び合い)
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(2)題 材 名 「しぼ って,し ば って,チ ョウ(長)布 キ レ～!」(第4学 年)

1.題 材設定の理 由

子 どたちが素材 と出会い,空 間の中で その素材 とたわむれなが ら活動す る中で,様 々な こ

とを発見で きるよ うな体感を させ たい。そ こで,広 い空間を活動 の場 と して,大 量のカーテ

ンや シーツなどの大 きな布 を素材 に,全 身体感覚を駆使 しなが ら,変 化 して行 く広 い空間 と,

布 の質 感や量感,素 材 を組 み合わせ なが ら変容 させ るとい うことを味わわせ る ものであ る。

布を しぼ りなが ら,ひ もで しば って,長 くつなげてい く中で,子 どもたちは全身を使 って,

友達 とも協力 し合いなが ら共通 の空 間 と素材を共感す ることがで きる,そ して,活 動 の中で

見 付 けた 形 な どか ら自 由な 表 現 を させ た い。

2.ね らい

・大 量 の 布 に た わむ れ,質 感,感 触 を 体 感 す る。

・布 を しぼ りな が ら しば って,長 くつ な げ て 楽

し く活 動 す る。

・変 容 した 形 や空 間 を感 じ取 る。

3.材 料,用 具

カー テ ン ・シー ツな どの大 きな布,ひ も,

4.評 価

磯

1譲劃
は さ み,ア ル ミ線,カ ラ ー ペ ン,新 聞 紙 。

・広 い 空 間 を 利 用 して,十 分 に大 量 の布 に たわ む れ る こ とが で きた か 。

・布 を しぼ りなが ら しば って,友 達 と協 力 して 長 くつ な げ る ことが で きた か。

・で き た作 品 を 空 間 や 環 境 の 中 で,楽 し く鑑 賞 す る こ とがで き たか 。

5.考 察

第 一 次で は,体 育 館 とい う広 い空 間 の 中 で,大 量 の布 で.

懸錘蕪 騨 、
楽 し く遊 ぶ こ とが で きた。 カ ー テ ンや シ ー ツ とい う布 は,

子 ど もた ちの 全 身 を 包 ん で しま う く らいの 大 き さで,必 然

欝1欝1蹴 灘 三i灘藍1〆剛 も鱒
ら全身でかかわ る ことがで きた。 そ して,友 達 と協力 して長 くつなげて い った布を空中へ と

張 り巡 らせて い き,十 分 に全身感覚で変容 した空 間を鑑賞 し合 った。

第二次で は,個 人作品 としての活動 とな り,布 の大 きさや色合いな どを選択 して,新 聞紙

や他の布を詰あ込んで形にす ることを楽 しんだ。いろいろな材料があ る図工室 を活動の場 と

して,見 付 けた形か ら人形に した り,し ぼって しば るひ も自体 も飾 りの一部 と した り,手 足

や飾 りにアル ミ線 などを利用 した り,カ ラーペ ンで顔や模様な どを描 きこみなが ら,そ れ ぞ

れの思 いによ る表現方法で製作 した。そ して,出 来上が った作品を体育館の ろ く木 に展示 し

た り,校 庭 の木 立 や鉄 棒,遊 具 な ど にっ る して,遊 び なが ら楽 し く

きれ い な 布 で は な か ったが,素 材 と して 活 動 し製 作 して い る

うち に子 ど もた ちは 愛 着 を もち,大 事 そ うに抱 え て持 ち運 ん で

い た。 ま るで,思 い や 願 い が か な ったか の よ うで あ った。
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6.学 習 の 流 れ(4時 間) ●材料 ・素材の選択 ◆表現方法の選択 ■学習環境の設定

第

一

次

(

2

時

間

)

第

二

次

(

2

時

間

)

子 ど もの活動 提 案 教師 の働 きか け

・大 量 の布 を広 げ ,ま と った り走

り回 った り して たわ む れ る。

●◆■広い空 間 と,素 材の量感,

質感を十分に感 じ取 らせ る。

・布 を しぼ って ,

ひ もで しば る。

布 を しぼ って,し ば って,っ な げ よ う

・長 くっ な

げ て い く。

・長 くっ な げ た布 を 持

ち上 げ た り,遊 具 にひ

っか けた り して 遊 び な

が ら鑑 賞 す る。

・後 片 付 け をす る。

◆ しっか り と解 け な い よ うに しば らせ る。

◆ ■ グル ー プで 協 力 して,

/
に活動が広が るよ う

持 ち上 げ た り, ゆ らしてみよ う

噛 一

＼

●

〃 ＼

り

◆

た

:,、
○

_.』 梶

・ 凝 肖
『 一 　 、

■一人で作業で きな

い時は,友 達 と協力

させ る。

いろいろな方 向

◆■ ゆ らして変化す る

形や量感,空 間を感 じ

取 らせ る。

◆■ っなが ってい る布 を

た どらせ る。

■みんなで協力 しなが ら片付 けさせ る。

・布 を しぼ って ,

しば って,い ろ い

ろ な形 に っ な げ る。

布 をつ なげて いろいろな形 に しよう

・中にい ろいろな物を詰め

込んでふ くらませ る。

他の材料 も利用 しよう ● 余 りの 布,新 聞紙,

ミ線,

意 す る。

■ 床 に寝 か せ た り,

つ る した り して 見 させ る。

薗質感 を感 じ取 らせ

なが ら,変 形 させて

み る。

アル

カラーペ ンな どを用

・見 つ け た 形 か らイ メー

ジ した もの をっ くる。

思い付 いた ものに しよ う

・動 か した

り,つ り さ

げ て 遊 ぶ 。

出来た作品を動か した り,っ りさげたり して遊 ぼ う

◆■校庭,体 育館 の 具 など も利用 させる。

◆■形や表情

の変化を楽 し

ませ る。
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(3)題 材名 「魔法の タネか ら … がJ(第5学 年)

1.題 材設定の理 由

子 ど もた ちが心の中にそ っと抱 いて る 「ゆめ」や 「ねが い」をr魔 法 の タネ』に託 し,今

の 自分を改めて見っめ直す機会 を もたせ たい。 『魔法 』 とい うこと自体 が子 どもたちの興味

や関心を引 き付 ける題材であ り,空 想 の世界 に遊 び,十 分 に心 を開放 させなが ら自分 の造形

活動 を通 して将来への希望を描いた り,友 達 と自分 との表現 の違 いに気付 き互 いの個性 を認

め合わせ た りしたい。 また,多 様な素材 や材料を 自分の思いに添 って選択 した り,今 までの

造形活動の経験か ら,自 分 なりの表現方法 を工夫 した りす るな ど,子 どもたち 自身が選 び取

って いけるよ うな課題意識を もった活動へ と深 めさせてい きたい。

2.ね らいについて

・自分のイメー ジに合 った素材 や材料の選 択をする。

・多様な表現方法の中か ら選択 した り,自 分な りの表現方法を工夫 した りす る。

・友達の活動や作品を見て,よ さや面 白さを感 じ,自 分の作品 に も生 か して い こうとす る。

3.材 料 ・用 具

〔教 師 〕 … 画 用 紙,色 画 用 紙,水 性 ・耐 水 性 カ ラ ー ペ ン,色 鉛 筆,接 着 剤,紙 粘 土,

カ ッ タ ー,カ ッ タ ー 板,ロ ー ラ ー,イ ン ク練 り板,ブ ラ シ,網,ス トロ ー,

ア ル ミホ イ ル,モ ー ル,ビ ー ズ,ビ ー 玉,お は じ き,折 り 紙,わ た,ひ も,

色 セ ロフ ァ ン,毛 糸,リ ボ ン等(材 料 銀 行 に あ る もの)

〔子 ど も〕 … 水 彩絵 の 具,は さみ,の り,自 分 の作 品 作 りに必 要 な材 料

J

難 欝灘∴灘1響
}㌦ 燃

雫β"

5、 考察

子 ど もたちはr魔 法の タネか ら … が 』とい う題材 名に引 き付 け られ 目を輝 かせて取 り

組 んだ。子 ど もの思 いと教師の思いをよ り近付 けるために も,日 々の授業の中で子 ど もたち

のっぶ や きを大切 に したり,製 作 カー ドや鑑賞 カー ド,座 席表 による評価 リス トな ど,次 時

の活動が意 欲的に進んで い くよ うな手立 てを多方面か ら考えた。子 どもたち も自分の活動 を

毎回見っめ直 し,思 いを深 めて い くことが 出来た。 また,互 いの作品を見合 う時問を幾度 と

な く設定 したが,大 変よい刺激 とな り,よ さを改めて発見で きた。教室環境の工夫 と して,

子 ど もたちが 自由 に選んで使 え るよ うな移動式の 「材料銀行Jを 設置 した。 あふれ る材料を

選択で きるか とい う心配 も次 第にな くな り,そ の子 な りの使 い方や表現方法の工夫が随所に

見 られ た。子 ど も自 らが選 び取 ってい く力が少 しずっ付いて きた ようだ。
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6.学 習 の流 れ(8時 間) ●材料 ・素材の選択 ◆表現方法の選択 ■学習環境の設定

第

次

(

2

時

間

)

第

二

次

(

5

時

間

)

第

三

次

(

1

時

間

)

〔子 ど もの活動〕 〔提 案 〕 〔教師の働 きか け〕

・ 「魔 法 の タ ネ 」か ら

自分 の 『ゆ あ 』や

rね が い 』 を もち,

思 い を広 げ る。

魔法使 いにもらった願 い

のか な う 「魔法の タネ」

あなただ った らどのよ う

な物が実 にな るとよい と

思 いますか。

・ 「製 作 カ ー ド」 の記 入 に よ りさ ら

に 自分 の思 い を深 あて い く。

願 い事 を カ ー ドに書 い た り,自 分 や 友

だ ち の思 い を発 表 し合 い ま し ょう。

◆■ 自分 や 友達 の思 いを 大切 に

し,互 いの思いを認め合え るよ う

助言。

◆■思いが深ま らない子へ は,個

別 指 導 に当 た り,「 ヒン トカー

ド」や友達 の考えを参考 にさせた

りす る。

・発 表 す る事 に よ り,自 分 や

友達 の思 い を互 い に知 る。

自分の思いを どのよ

うな材料や表現方法

で表 しますか。

お た す け 冒9ヒ ン トカ ー ド9

諺 ・

☆おた†け とらのまき☆

・かたまりのじ つ ら テだ†,ワ

さん くんの

をこっそり見てきてごらん1

②材K1行 をもういちどじっくりさが†のじゃ1

・ ③師匠(先 生}の アドバイスをうけるのじゃ'

・ア イ デ ア ス ケ ッチ を も と

に,自 分 の 活 動 に必 要 な

材 料 の見 通 しを立 て る。

繕

■効果的な作品提示の工夫をす

る 。

離

自分 の イ メ ー

ジに合 った材

料 は …?

/

材料銀行を調

べ,計 画を立

て ま しょう。

用意で きる材 ■●子 ど も

料 は自分で用 たちが活動

意 しま しょう しやす い活

動 スペ ースの工夫 をする。

これまで の経験か ら自分 の思いに合 った

表現方法 を選んでみ ま しょう。

「画用紙 」の選択や 自分

のイ メー ジに合 った表現

方法の工 夫をする。

◆■前時までの製作 カー ドや作品を確

認 しなが ら,そ の子な りの表現方法

の工夫 を認 める。

友だ ちの作品のよい ところは?

・互 いの 作 品 を 鑑 賞 し認 め合 う。

自分や友だちの作 品

のすて きな ところを

紹介 し合いま しょう ■認め合 う場を もち,よ さ

を評価。
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4.主 題 に迫 るため の視点一覧表

◇子 どもの多様 な思 いを生 かす指導法の工夫

IN しばっZ,チ ョウ(長)布
、ズ

o
輪
ど5・ 多様な活動に対応できるように マ

0

」 材料 ・素材を大量に集める。 2
■一

・教室内だけではな く,校 庭や体
d

皿 育館を活動の場とする。

新 古

撚
1

ひ テ

も ン
,,

力 布

r甘

・饗譲雛罐
墜簗愛,豪,
鴛弾 織 饗デ勲脚

、・ ぶ 、

、

纏
を ひ
生 も
か で
し し
て ば
装 っ

1

,r

鯨 ・子ども同士が協力する場面の設
飾 てす
つ

ぺ る な
ン 定。 ぐ

L 「Y ノ

」

4年

(り

〔=コ 重点的な支援

ー

L

6

年

「

1

12

才

の

自

分

を

見

つ

め

て

皿 水彩画用紙
パステル

定着液

δ ・世界の著名な画家の自

画像を提示。

勲 ・様々な機会に提示 して,

友だちのよい所を見合

つ。

ノ 尊鏡を駄 簸 い・ゆ に
黛など佼置穣灘して

撲く。

・撫,布 などでζす◎て

質感を工炎

年

皿 色画用紙 色セロフン

ァル ミホイル,紙 粘 土

モール,ピ ーズ

おは じき,毛 糸 など

4自 分の表 したい

画用紙の選択(色 ・形)

・製作過程で

表現方法の選択

・材料 ・素材を十分に集め,自 由に使えるスペースの工夫

・子どもたちにも自分で必要と思う材料を用意 させ る。

Q・ 作品作 りのヒントになるような提示の工夫。

・よさを認め合える学校全体のスペースの有効利用。

勲響 雛 露1轡 脚 襲1晩ド

魔法のタネをまいた ら … が
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m

習作時

絵の具,

液

網

フフン

δ

Q

ポスターカラー

カラーペ ン

に お い を 窓 ガ ラ ス に 描 こ

・イメージをふ くらませるための素材の設定。

・大胆に描けるような道具の与え方,設 定。

・体感のための場の設定。

・窓ガラス製作のための場の設定。

・窓ガラス人数分割。

・製作 カー ド,鑑 賞会で自他の作品を認め合う。

・教師の共感的な支援。

年

ノ
・饗伽 膿 ね

,イ メる磨塵:

鐵ぽた撒 鵜 傭 蕨1丁

・嬬 亀 働 ・し、総琢毒

瓢 λパ・鰹 毅

マづ 夢ン久 ・難 蟹
、

ンティング

絵の具,ス ポ ンジローラー

皿 筆 網,ブ ラシ,観 身辺材

5年

心 に ひ び く 銀 色 の 立 体

皿

ア
ル

ミ
板

針
金

,

リ
ベ

ツ
ト
,

砂

袋
,

キ
リ

,
は

と
め

い
も
つ
ち

δ ・切りくず 切 り残 しの着目と保管。

・安全管理 ,騒 音への配慮。

・参考作品や図の提示。

Q・ 吊る,ゲ ーム化する場所や

見立てて遊ぶ時間の設定。

・特別な作業のための場所の

設定。

繭 ・共同製作的活動への配慮。

・個別に発想の広がりと

技術面の向上にむけた支援。

・製作カー ド,発 表会で思いを

深める。

〆.欝 鴛み聯 慮
鋤 る 鮒 季琉 、・〉
・観燕の多様化

(髄 てる,拘 きを愛える,雑 み禽わせる)

δ ・ローラーで着色する時にでき

るだけ色数を多 く用意。

て)・ 着色する時の活動場所を広 く

と る 。

露1・ つかまえてみたいものを発蓑

する。

・"一 ラーで賛鶏 した友だちの

作贔を編繊 。

d・ ローラーやスポンジで自分の好 きな色画用

紙を作る。

・スパッタリングや点描などによる手形。

・っかまえたい○○を自分なりの表現方法

(平面 ・半立体 ・立体)で 表す。

3年

OOっ か ま え た
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IV研 究のまとめ と今後 の課題

1.研 究 のま とめ

今年 度の研究 は,花 を見て美 しいと感 じそれを表現 してい く行為を例 にとって言 えば,美

しい と感 じる感覚 と,そ れ を表現 に具現化 してい くうえでの造形 的思考過程に焦点 を当て た

研究であ った と言 え る。 すなわ ち,人 間が本 来 もってい る美意識(色 ・形 ・構成 ・質感 ・量

感…等)を 大切 に して,感 覚 を手がか りに感性 を磨 いてい こうとす る研究 と,子 どもの多様

な造形的思考を どう感 じ取 り,ど う理解 しなが ら支援 して い くかの研究であ った。その結果

次の ようにまとめて みた。

A分 科会 「子 ど もの多様な感覚を呼 び起 こす題材の工夫 」

・子 ど もたちが,見 た り触 った りす る直接体験を重 ねるなかで造形意欲 や表現の広が りが生

まれて くるような題材の工夫を検討 した。

・見 る ことや触れ ることで感覚を呼び起 こす手立て と して様 々な素材 を取 り上げ,吟 味す る

ことと,授 業のなかでの児童の活動の拡大の方法にっいて工夫 した。

・子 どものなかに,も っと試 してみたい とい う気持 ちや意欲 の持続,形 や色への新鮮 なと ら

え直 しな どの変化 を感 じることがで きた。

B分 科会 「子 どもの多様 な思 いを生かす指導法の工夫」

・個 々の表現 の思 いに合 わせ た材料 ・素材 や表現方法の選択能力 を身 に付け させ るよ うな工

夫を した。

・子 どもの思いに添 った満足 した活動がで きるよ うな創造スペース(体 育館 ・窓 ガラス ・校

庭等)を 工夫 した。

・製作 カー ド等を通 して子 どもの心 の変化の過 程をっかみ,共 感的な支援 に努めた。

・鑑賞会や評価家 カー ド等で 自他の作品を認め合 い,子 ど もが共に学 び合 って表現 の幅を広

げて いけ るような場 の設定を試み た。

・子 ど もた ちの活動 に自信 と意欲が感 じられ,発 想 の広が りが見 られ た。

2.今 後の課題

子 ど もたちの思い は,多 種多様 であ り,い ろいろなかかわ りのなかで,広 く,深 く変容 し

てい く。私 たちは,造 形を通 した 自然 ・素材 ・人間 とのかかわ りのなかで,こ ど もた ちが 自

己を客観的 に認識す る力や,他 者理 解のため感性を身に付 けることを望 んで いる。そ して,

自分 の思 いを深 め,生 きる喜 びを実感 して い く児童の育成 を目指 してい る。 その ため に子 ど

もの造形意欲が高 め られ るよ うな題材の設定や指導 と評価 の在 り方を さらに研究 して いかね

ばな らない。 そ して図画工作の あるべ き姿 を追求 してい きたい。
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